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平成３０年第２回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会会議録

平成３０年１１月１９日第２回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を大仙市大曲交流センター
第１研修室に招集した。

１．平成３０年１１月１９日（月）午後３時１５分 開会
１．平成３０年１１月１９日（月）午後４時０２分 閉会

１．出席した議員は次のとおりである。
１番 高橋幸晴 ２番 鎌田 正 ３番 青柳宗五郎 ４番 澁谷俊二
５番 高橋敏英 ６番 橋村 誠 ７番 熊谷一夫 ８番 深沢義一
９番 秩父博樹 １０番 佐藤文子 １１番 阿部則比古 １２番 小原正彦

１３番 橋本五郎 １４番 茂木 隆 １５番 八栁良太郎 １６番 鈴木良勝
計 １６名

１．欠席した議員は次のとおりである。
計 ０名

１．遅刻した議員は次のとおりである。
計 ０名

１．地方自治法第１２１条の規定により会議に出席した者は、次のとおりである。
管理者 老松博行 副管理者 門脇光浩 副管理者 松田知己
副管理者兼事務局長 小松英昭 監査委員 坂本昇一 消防長 鈴木良則
消防次長 髙橋幹夫 大曲消防署長 齊藤聡 角館消防署長 髙橋宏和
消防本部総務課長 佐藤広樹 介護保険事務所長 山口誠 管理課長 久米正
介護保険事務所副主幹 上田泰彦 管理課副主幹 藤田貴 管理課副主幹 奈良ルミ子
管理課主席主査 髙橋拓樹

１．会議の書記は、次のとおりである。 管理課 髙橋拓樹

１．本会議に提出した議案は、次のとおりである。

（１） 議案第20号 秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について

（２） 議案第21号 平成３０年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第２号）

（３） 議案第22号 平成２９年度決算の認定について
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議 長 （茂木隆君）

議事に入ります前に、「一般質問」がありましたので、「議事日程」の差し替えをお

願いします。

これより平成３０年第２回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を開会いたしま

す。

管理者から「招集のあいさつ」があります。老松管理者。

管理者 （老松博行君）

はい、議長。

議 長 （茂木隆君）

はい、管理者。

管理者 （老松博行君）

招集挨拶の前に一言申し上げたいと存じます。

はじめに、去る８月１２日に大仙市内で発生した救急搬送における遅延事案につき

まして、議員各位にご報告済みではありますが、改めてお詫びを申し上げたいと存じ

ます。

今回の事案につきましては、マスコミにも取り上げられるなど、広域行政への信用

・信頼に影響を及ぼしたことから、８月２３日に職員事故等審査委員会を開催し、出

動した救急隊員と管理監督責任がある職員６名を対象に訓告などの処分を行っており

ます。

再びこのようなことを起こさないよう、病院連絡要領の統一、スマートフォンの電

話帳アイコンへの病院名画像の拡大表示、トラブル発生時対処法の再周知などの再発

防止策を講ずるとともに、常に全ての業務に緊張感を持って臨むよう、職員指導を徹

底してまいります。

次に、介護保険特別会計の平成３０年６月補正予算計上額の誤りについてでありま

す。

本事案につきましては、６月の臨時会におきまして平成２９年度の介護給付費と地

域支援事業費の確定に伴う社会保険診療報酬支払基金への返還金に係る予算の補正を

議決いただいておりますが、このうち地域支援事業費分の返還額に関し、事業費の一

部を二重計上したことによる算定誤りが判明したものであります。これにより、支払

基金交付金の返還額に７７６，３０３円の不足が生じましたが、当該返還金の支払期

限が９月２８日だったことから、予備費の充当により対応させていただいたところで

あります。

来年度以降については、前年度交付金に返還が生じた場合は当年度分と相殺するこ

とにより再発を防ぐほか、今回のような初歩的事務ミスを繰り返すことのないよう、

業務全般においてチェックを徹底してまいります。

それでは、招集の挨拶を申し述べさせていただきます。

本日、平成３０年第２回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位におかれましてはご参集をいただきまして、誠にありがとうござい
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ます。

今次定例会でご審議をお願いいたします案件は、単行案１件、補正予算案１件及び

平成２９年度決算認定１件の合計３件であります。

この後、各案件につきまして事務局に説明させますので、よろしくご審議のうえ、

ご承認賜りますようお願い申し上げます。

なお、この場をお借りいたしまして、当組合の諸般の状況についてご報告させてい

ただきます。

はじめに、事務部局関係について申し上げます。

本年度は、事務部局の管理課または介護保険事務所に勤務する上級職の採用試験を

実施しております。去る８月１９日に１次試験、９月１９日に２次試験を実施し、最

終合格者２名と補欠合格者１名を１０月２日に発表しておりますが、最終合格者２名

から辞退したいとの意向が示されたため、補欠合格者１名を繰上げ合格としておりま

す。

また、広域化が決まっている廃棄物処理業務を担う初級職の採用については、１０

月２８日に１次試験を実施しており、２次試験については１２月１０日の実施を予定

しております。

次に、平成３０年度人事院勧告の取扱いについてであります。当組合では、例年、

国の人事院勧告に準じた給与条例の改正を行っておりますが、国の法案成立を経ての

事務手続きが、今次定例会に間に合わなかったことから、関係条例案につきましては、

２月議会定例会に上程させていただきたいと考えております。

次に、消防関係について申し上げます。

消防本部・大曲消防署新庁舎建設事業につきましては、旧庁舎の解体が終了し、現

在、訓練棟各階の床コンクリート打設を行っており、１０月末の進捗率は９０．１
ゆか

％となっております。

南分署の改築工事につきましては、男性用仮眠室１室を増設するとともに、女性職

員の勤務環境を整備するための専用仮眠室及び浴室等の増改築に係る工事を９月１日

から実施しております。これは、職員配置再編計画に基づき、南分署職員を平成３１

年度に２７名体制とするためのもので、本年１１月末に完了の予定であります。

６月の臨時会で議決をいただきました西仙北分署配備の高規格救急自動車につきま

しては、９月１９日の納車後に隊員による習熟訓練を行い、１０月１７日正午から運

用を開始しております。これにより、すべての消防署、分署に救急救命士が同乗する

高規格救急自動車が配備されたことになります。

第４６回全国消防救助技術大会につきましては、ロープ応用登はんの部で田沢湖分

署 倉橋重吾消防士・大石知滉消防士組が秋田県大会を勝ち抜き、全国大会への出場
くらはしじゆうご おおいしともひろ

を決めておりましたが、開催地である京都市に台風２０号が接近したことから大会は

中止となっております。

消防職員採用試験につきましては、９月１６日に１次試験、１０月１８日・１９日

に２次試験を実施し、最終合格者と補欠合格者を１１月９日に発表しております。最



- 4 -

終合格者は上級消防３名、初級消防５名、初級救命３名の計１１名、補欠合格者につ

いては上級１名、初級３名の計４名であります。

次に、「災害時における消防水利の確保に関する協定」の締結についてであります。

平成２８年に新潟県糸魚川市で発生した大規模街区火災を受けての総務省消防庁の助

言に基づき、災害時にコンクリートミキサー車等による給水活動を可能とするため、

秋田県南地区生コンクリート協同組合と１１月２８日に協定を締結することとしてお

ります。この協定締結により、大規模街区火災や林野火災、トンネル火災等における

防災力強化につながるものと期待しております。

次に、１０月末現在の火災・救急・救助事案の発生状況についてご報告申し上げま

す。火災件数については４０件で、昨年同期より５件減少しております。また、救急

件数については５，０９９件で、昨年同期と比較し２６件増加しているほか、救助件

数については８２件で、７件減少している状況となっております。

山岳遭難の状況につきましては、１０月には仙北市西木町において、１１月には仙

北市田沢湖において遭難事案が発生しておりますが、いずれの事案についても行方不

明者は無事に発見されております。

次に、斎場関係について申し上げます。

昨年７月の大雨により崩落した北部斎場の法面に係る復旧工事につきましては、８

月３１日に指名競争入札を行った結果、仙北市の角館建設工業株式会社が税込み
かくだて

１，４６３万４千円で落札し、９月６日に工事請負契約を締結しており、現在、１１

月末日の完了を目処に、法面の切土整形及び緑化工事を行っております。北部斎場の

利用には支障が出ないよう施工する計画としておりますが、斎場の下を通る市道につ

きましては、工事の進捗状況に合わせて、日中の時間帯に片側交互通行の交通規制を

実施する予定であり、斎場を利用される方、周辺の住民の皆様にはご不便をおかけい

たしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

次に、介護保険関係について申し上げます。

平成３０年８月分データによる管内６５歳以上の第１号被保険者は４７，８９６人

であり、要介護認定者数は９，９９４人、サービス利用者は８,５６８人で、給付額
は約１４億８９万円となっております。

昨年同月と比較いたしますと、高齢者は２７４人の増、認定者は２３人の減、サー

ビス利用者は５２１人の減で、給付額は約２，２００万円、率にして１．６％の減と

なっております。減少の主な要因は、介護予防の訪問介護と通所介護が日常生活支援

総合事業に移行したことによるものと考えられます。構成市町が実施主体となる総合

事業に移行したことで、現行相当のサービスに加えて、短期間のリハビリ中心の通所

介護など多様なサービスが提供されているところであります。

本年度からの制度改正の実施状況につきましては、第７期介護保険事業計画期間が

始まったことにより介護保険料が改定されており、新しい保険料基準額による本賦課

通知を７月１０日付けで第１号被保険者の方々に送付しております。また、本年８月

サービス分から、特に所得の高い方の自己負担割合が３割となっておりますが、８月
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１日時点での３割負担対象者は８２人、率にして０．８％となっております。

次に、地域密着型サービス開設事業者の公募についてでありますが、構成市町の

１１月中旬号の広報で、平成３０年度から３２年度までに「看護小規模多機能型居宅

介護」と「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」、これに加えて、仙北市は「認知症

対応型共同生活介護」「小規模多機能型居宅介護」、美郷町は「認知症対応型共同生活

介護」を開設する事業者の公募を行い、１２月６日に事業者説明会を開催いたします。

その後、申請書類の審査や現地調査などを行った上で、平成３１年３月に開催される

地域密着型サービス運営委員会に諮り、指定内示を行う予定で進めてまいります。

来年度は、消費税増税に伴い、介護保険料の変更や介護報酬の改定等が控えており

ますが、圏域住民に混乱が生じないよう対応してまいります。

次に、来年４月の事業開始を予定している廃棄物処理の広域化について申し上げま

す。

事業開始の前提となる組合の共同処理する事務が増えることに係る規約の変更につ

きましては、各構成市町の９月定例議会において議決をいただいており、現在、条例

や規則等の制定及び改正作業、予算編成作業などを行っているところであります。

今後は、新設する（仮称）環境事業課の具体的な体制等についても詰めてまいりま

す。

次に、社会福祉法人水交会について申し上げます。

同法人が事業主体となって実施している「かわ舟の里角間川改築工事」につきまし

ては、１０月末日現在の建築工事の進捗状況が、工程表上の計画出来高８０．６％の

ところ、６９．０％にとどまっている状況となっております。この遅れの要因は、大

阪の台風被害及び北海道の地震被害で納入業者の工場が被災したことにより、建具や

金属製品の納入が遅れているためと伺っており、これと連動して機械設備工事及び電

気設備工事についても遅れが生じているとのことであります。

現在、遅れを取り戻すための努力をしている状況でありますが、建物本体の引渡し

時期が、予定している平成３１年１月末よりも若干遅れる見込みであると伺っており

ます。

最後に、６月の臨時議会の際にお話のありました当議会の開催場所について申し上

げます。

この件につきましては、消防新庁舎完成を機に当該庁舎内の多目的ホールを議場と

して利用できないかとのご指摘でありましたが、検討する旨、お答えさせていただい

たところであります。その後、駐車場や控室確保の問題など様々な角度から検討させ

ていただきましたが、部屋の大きさなどには問題ないものの、この消防庁舎は、

３６５日、２４時間体制で緊急事態に備える役目を果たす施設であり、仮に火災発生

や救急搬送の要請があった場合、入電があった旨の放送が署内全館に流れ、直ちに緊

急車両がサイレンを鳴らして出庫する状況となることから、議会の審議が中断し、慎

重な審議に影響を及ぼしかねない事態も想定されるなど、現状では良好な議場の環境

を保つことは困難であると判断したところであります。従って、当面はこれまでどお

り施設に余裕があり、静粛な議事進行が可能な大曲交流センターでの開催とさせてい
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ただきたいと存じますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

以上、主要事業の進捗状況並びに諸般の状況をご報告申し上げましたが、今後とも

圏域住民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げまして、招

集の挨拶とさせていただきます。

議 長 （茂木隆君）

これより本日の会議を開きます。

出席議員は、定足数に達しております。

本日の議事は「日程第１号」をもって進めます。

日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。

会議録署名議員は、会議規則第６７条の規定により、議長において、１番 高橋幸

晴君、２番 鎌田正君、３番 青柳宗五郎君を指名いたします。

日程第２「会期の決定」を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

会期は本日１日と決定いたしました。

日程第３「議長報告」をいたします。「平成３０年度例月出納検査結果報告書」が

監査委員から提出されましたので、これを別添お手元に配布のとおり報告いたします。

日程第４「一般質問」を行います。

質問を許します。９番 秩父博樹君。

議 員 （秩父博樹君）

はい、議長。

議 長 （茂木隆君）

はい、９番。

議 員 （秩父博樹君）

大仙市の秩父です。通告に従いまして質問させていただきます。

１項目です。よろしくお願いいたします。

「介護保険料を引き下げた地域の工夫共有について」ということで質問させていた

だきます。よろしくお願いします。

高齢化が進む現状にあって、介護保険制度をどう維持していくか。とりわけ保険料

負担の緩和と、それから介護人材の安定した確保が求められます。

厚労省の公表によると、６５歳以上の高齢者が支払う２０１８年から２０２０年度

の介護保険料の全国平均が月額５，８６９円になっており、これは前期、２０１５年

から２０１７年度、そこから６．４％、額にして３５５円の増で、介護保険が始まっ

た２０００年度の平均保険料の２倍を超えている状況です。

保険料アップの背景には、今の急速な高齢化による介護サービスの利用増加があっ

て、厚労省は保険料の平均が、２０２５年度に最大約７，２００円、高齢者人口がピ

ークに近づく２０４０年度に最大約９，２００円まで上昇すると推計しているようで
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ございます。

実際、うちの方の党で進めた「訪問調査運動」でも、「保険料がもう少し安ければ。」

といった声がたくさんありました。すでに高齢者の負担感が強くなっているというこ

とからも、保険料の上昇を抑えるための何らかの手法、手だてが必要ではないかなと

考えます。

この点で注目したいのが、大半の自治体が保険料を引き上げている中、保険料を引

き下げた自治体が全国で９０に上っております。前期の２７自治体に比べて大幅に増

加しているとのことです。

保険料の引き下げが実現できた主な要因として挙げられるのが、介護予防事業によ

る要介護認定率の低下であります。

例えば、長崎県佐々町は、２００８年に介護予防ボランティアの要請を開始し、修

了者による体操や手芸の介護予防活動などが効果を上げ、当初２０％を超えていた要

介護認定率が１３％台に低下し、その結果、今年４月から保険料が３４４円引き下げ

られております。

当地域とは事情が異なる部分もあろうかとは思いますが、こうした成功事例を参考

にし、広域全体で要介護認定率の低下を目指した取り組みを検討すべきと考えますが、

当局の考えをお伺いしたいと思いますのでよろしくお願いします。

議 長 （茂木隆君）

答弁を求めます。山口介護保険事務所長。

所 長 （山口誠君）

はい、議長。

議 長 （茂木隆君）

はい、所長。

所 長 （山口誠君）

秩父博樹議員の質問にお答えいたします。

質問は、介護保険料を引き下げた地域の工夫共有についてであります。

当組合の２０１８年度から２０２０年度の介護保険料基準額については、前期に比

べて２００円、率にして３．３％アップの６，３００円としております。認定率につ

いては、ここ数年６５歳以上７４歳で４．７％で推移していたものが４．４％に、同

じく７５歳以上については２０．７％が２０．３％に減少しております。

介護予防事業については、議員のご質問のとおり最重要課題ととらえており、構成

市町と連携し、リハビリ専門職や健康運動指導士、保健師、栄養士などが指導を行う

健康運動教室や、歯科医師や歯科衛生士などが指導を行う口腔機能向上事業、保健師

・栄養士などが指導を行う、認知症を広く知ってもらうための認知症予防事業などを

引き続き進めて参ります。また、遠出が難しい方などを対象に近くの集会所などで集

えるよう生活支援コーディネーターを中心に「生活支援体制整備事業」を充実してい

き、引きこもりや孤独死の予防に努めます。

以上の事業の効果により、認定率が減少してくるものと考えておりますが、一方で

施設入所を待っている待機者もいる状況ですので、ハードとソフトの両面から介護保
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険事業の在り方を考え、今後も議員のご指摘のとおり他の市町村の介護予防事業の情

報を積極的に取り入れながら、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで

続けることができるよう「地域包括ケアシステム」の深化に努めて参ります。

最後に財政面については、全国市長会が６月６日に全国町村会が７月５日に、国に

対して、介護保険財政の持続的かつ安定的な運営のため、個々の実態を考慮しつつ、

将来にわたって自治体の財政負担や被保険者の保険料負担が過重とならないよう、国

庫負担割合の引き上げや保険料軽減策を提言しております。

議 長 （茂木隆君）

９番 再質問はありませんか。

議 員 （秩父博樹君）

ありがとうございました。当地域の実情に合った介護予防事業を実践していただい

ているということのようですので、この後も成功事例を参考にしながら、要介護認定

率の低下を目指していただきたいと思いますし、次期介護保険料の改定時には、保険

料を下げるのは大変だと思いますので、できるだけ上がらないようお願いしたいと思

います。ありがとうございました。

課 長 （茂木隆君）

日程第５「議案第２０号」を議題と致します。

提案理由の説明を求めます。久米管理課長。

課 長 （久米正君）

はい。議長

議 長 （茂木隆君）

はい、管理課長。

課 長 （久米正君）

議案第２０号「秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更について」をご説明申し

上げます。

一部事務組合の規約を変更する場合は、地方自治法第２９０条の規定により関係地

方公共団体の議会の議決を経なければならないと定められております。

本案については、「大仙美郷環境事業組合」が平成３１年３月３１日をもって解散

することに伴い、総合事務組合の構成団体から「大仙美郷環境事業組合」を削除する

こと、及びその他の規定の整備を行うため、総合事務組合規約の変更が必要となり、

総合事務組合の構成団体である当組合においても議会の議決が必要となるものであり

ます。

以上、議案第２０号をご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜

りますようお願い申し上げます。

議 長 （茂木隆君）

これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。



- 9 -

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第２０号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

日程第６「議案第２１号」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。久米管理課長。

課 長 （久米正君）

はい、議長。

議 長 （茂木隆君）

はい、管理課長。

課 長 （久米正君）

議案第２１号「平成３０年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第２号）」

をご説明申し上げます。

補正予算書の１ページをご覧願います。

今回の補正は、総務費を増額するものであり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ８０万４千円を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ１８２億９１０万４千

円とするものであります。

歳入からご説明いたします。補正予算書は６ページ、議案説明資料は３ページとな

ります。

９款 繰越金は、８０万４千円の増額であり、総務費増額の財源として前年度繰越

金を充当するものであります。

続いて、歳出についてご説明いたします。補正予算書は７ページをご覧願います。

１款 総務費１項１目一般管理費は、既存の行政専用ネットワークシステム

（ＬＧＷＡＮ）が、平成３１年２月から第四次に移行することに伴い、回線の開設・
えるじーわん

移行にかかる経費８０万４千円を予算措置するものであります。

以上、議案第２１号「平成３０年度大曲仙北広域介護保険特別会計補正予算（第２

号）」についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議のうえ、ご承認賜りますよ

うお願い申し上げます。

議 長 （茂木隆君）

これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。
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討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第２１号」を採決いたします。

本案は原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり可決されました。

日程第７「議案第２２号」を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。小松副管理者。

副管理者 （小松英昭君）

はい。議長

議 長 （茂木隆君）

はい、副管理者。

副管理者 （小松英昭君）

それでは、議案第２２号「平成２９年度決算の認定について」をご説明申し上げま

す。

本案につきましては、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、当組合

における一般会計と介護保険特別会計の平成２９年度歳入歳出決算を議会の認定に付

するものでございます。決算の内容は、お手元にお配りしております「平成２９年度

大曲仙北広域市町村圏組合一般会計・特別会計歳入歳出決算書」のとおりでございま

すけれども、去る９月２５日、当組合監査委員の審査をいただいたものでございます。

その審査結果につきましては、別冊の監査委員から提出されました審査意見書のとお

りでございます。

それでは、議案説明資料５ページの歳入歳出決算総括表をご覧願います。

はじめに、一般会計でありますが、歳入は、予算現額４２億９，００５万

４，５２０円に対し、収入済額が４２億９，１６２万７，４２９円であり、予算現額

との比較で１５７万２，９０９円の増となっております。

一方歳出は、支出済額が４２億７，９２４万８６０円で執行率は９９．７％となっ

ているほか、不用額は１，０８１万２，５８０円で、歳入歳出の差引額は１，２３８

万６，５６９円となっております。

内訳は、人件費が４５．２％、普通建設事業費が４３．１％、物件費が５．７％な

どとなっております。主な事業についてでありますが、６ページに記載のとおり、南

部斎場と北部斎場の火葬炉等設備補修工事が８７４万８千円、北部斎場の法面復旧事

業が９８９万５千円、角館消防署内部改修事業が２１０万円、西木分署配備の高規格

救急自動車購入が３，４２３万６千円、中仙分署の高度救命処置用資機材購入が

９７７万４千円、平成２８年度から３１年度までの継続事業である消防本部・大曲消

防署新庁舎建設事業が１０億８，０６６万５千円、新庁舎備品購入が７，３１２万

４千円、田沢湖分署配備の消防ポンプ自動車購入が３，８２３万２千円、高機能消防
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指令センター総合整備事業が５億９，６８０万８千円などとなっております。なお、

財源内訳にお示ししているとおり、ポンプ車の購入と指令センターの整備については

国の補助事業として実施したものであります。

５ページの総括表にお戻り願います。

介護保険特別会計でありますが、歳入は、予算現額１７９億８，５８８万３千円に

対し、収入済額が１７９億８，００２万１，５９４円であり、予算現額との比較で

５８６万１，４０６円の減となっておりますが、この減は、国の調整交付金と支払基

金の地域支援事業支援交付金が見込みを下回ったことによるものであります。また、

介護保険料に係る不納欠損額が２，１９１万３，７９０円、収入未済額が５，７４９

万７，７２８円となっており、前年度との比較いたしますと、不納欠損額は２６万

６，３４５円（１．２％）、収入未済額についても１５２万１，９６７円（２．６％）

の、いずれも減額となっております。

歳出は、支出済額が１７７億９，７７３万２，４１７円で、執行率９９．０％、不

用額は１億８，８１５万５８３円であり、歳入歳出の差引額は１億８，２２８万

９，１７７円となっております。

内訳は、保険給付費が全体の約９４．２％を占めるほか、介護保険事務所職員の人

件費や介護認定に要する経費、介護予防等を実施する地域支援事業費、保険給付費の

財源となる基金への積立金などが主なものとなっております。また、事業ベースでは

６ページ下段に記載のとおり、法改正等に伴う介護保険システムの改修を、総額

１，０７４万６千円で国の補助事業として実施しております。

なお、ただいまご説明申し上げました１億８，２００万円程の歳入歳出差引額につ

きましては、この中に保険給付費や地域支援事業費の確定に伴う国、県及び支払基金

への返還金約１億５，４００万円などが含まれていることから、実質的な繰越額は約

２，８００万円となるものであります。

各会計を合算した総額につきましては、５ページの表の下段に記載のとおり、収入

済額が２２２億７，１６４万９，０２３円、支出済額が２２０億７，６９７万

３，２７７円で、収入済額に対する支出済額の割合は９９．１％、歳入歳出の差引額

は１億９，４６７万５，７４６円となり、同額が翌年度に繰越しとなるものでありま

す。

７ページをお開き願います。

上段の表、組合の公債費の状況でありますが、２９年度中の元利償還金額は

３，５４０万４，４６２円、決算年度末の未償還元金の額は８，８４９万３，１５９

円となっており、全て消防事業に関係するものであります。

近年の組合事業の実施に際しましては、構成市町が起債する過疎債や合併特例債を

組合への負担金に充当していただいていることから、組合として償還する公債費の残

高は減少傾向にあります。

次に、下段の表、財政調整基金の内訳であります。

平成２８年度末現在高は２億９３２万６，１２８円、２９年度中の取崩額が

５，０００万円、積立額が３，４２５万２千円で、決算年度末の現在高は１億
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９，３５７万８，１２８円であります。

なお、平成３０年度当初予算に８，７００万円の取崩し額を計上していることから、

これを差し引いた残額は１億６００万円程となっております。

次の８ページと９ページは、不用額の内訳について記載しております。

一般会計は１，０８１万２，５８０円、介護保険特別会計は１億８，８１５万

５８３円で、両会計を合わせた不用額は１億９，８９６万３，１６３円で、歳出予算

総額の約０．９％であります。

主な内訳ですが、一般会計では衛生費が約２４０万円、消防費が約４２０万円、ま

た、介護保険特別会計では保険給付費が約１億４，０４０万円、地域支援事業費が約

３，６８０万円となっており、要因は、一般会計においては、物件費や維持補修費の

節減に努めたこと、介護保険特別会計においては、保険給付実績や地域支援事業の市

町村委託事業実績が最終補正予算算定時の見込みに達しなかったことによるものであ

ります。

以上、議案第２２号「平成２９年度決算について」をご説明申し上げましたが、監

査委員の意見にもありますとおり、今後も構成市町の地域バランスに配慮しながら、

地域住民福祉の一層の向上に努めてまいりますので、議員各位のさらなるご指導、ご

協力をお願いするとともに、本案につきましては、よろしくご審議のうえ、ご認定を

賜りますようお願い申し上げます。

議 長 （茂木隆君）

これより、質疑に入ります。

質疑ありませんか

（質疑なしの声）

質疑なしと認めます。

これより、討論に入ります。

討論ありませんか。

（討論なしの声）

討論なしと認めます。

これより「議案第２２号」を採決いたします。

本案は原案のとおり認定することに、ご異議ありませんか。

（異議なしの声）

ご異議なしと認めます。

よって本案は、原案のとおり認定されました。

以上をもちまして、今期定例会の日程はすべて終了いたしました。

これにて、平成３０年第２回大曲仙北広域市町村圏組合議会定例会を閉会いたしま

す。


